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金属資源の持続的な供給のためには、天然鉱石や都市鉱山からの金属抽出技術を

より高度化すること、さらに環境負荷のより小さい技術によって開発することが

求められています。バイオテクノロジーは、濃度のより低い対象から金属を抽出

すること、しかも常温常圧のマイルドな条件で反応を進められる特徴を持ち、こ

れからの金属生産の SDGs に不可欠の技術となっていくと期待されています。

本セミナーでは、バイオテクノロジーと統合した *メタラジーの研究例の一つと

して、難処理金鉱石から金の抽出効率を上げるための方法について解説します。

金鉱石から金を抽出するには、アルカリ性シアン水溶液にて、安定な *金シアン

錯体として抽出して濃縮するのが王道となっています。ところが、金鉱石の中に

石炭のような炭素分が含まれているグラファイト質金鉱石では、たった数％の有

機炭素分が混ざっているために、*金シアン錯体の形成段階で、これが炭素質に

吸着して、30-70%もの金回収率のロスが生じてしまいます。このために、グラファ

イト質金鉱石は超難処理金鉱石と分類され、開発対象から外れているのが現状で

す。本講演は、酵素反応による炭素質分解をくみこむことによって、グラファイ

ト質金鉱石からの金回収率を 20% 台から 90% 以上に向上させるバイオプロセス

を紹介します。

また、限られた資源の利用には、とくに日本のような非資源国にとっては資源国

とパートナーシップをもって、このような技術開発を協働的に推進していくこと

が重要であり、日本を中心とし資源国をパートナーとした JSPS 研究拠点形成事

業も紹介します。
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金回収をめざしたバイオテクノロジーと
統合したメタラジー

Key Words

* メタラジー (冶金学）：金属生産技術全般
*金シアン錯体：配位子としてシアン化物イオン（CN－）をもつ金イオン錯体 (Au(CN)2-)

録画期間限定公開

(Zoom)


